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『
読
我
書
楼
文
草
』
翻
刻
（
一
）

―
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
「
吉
村
文
庫
」
研
究
〔
Ⅰ
〕
―

九
州
近
世
儒
学
思
想
研
究
会

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
「
吉
村
文
庫
」
収
蔵
の
『
読
我
書
楼
文
草
』
の
翻
刻
で
あ
る
。
本
文
庫
は
、
幕
末
期
の
陽
明
学
者
吉

村
秋
陽（

１
）（
一
七
九
七
～
一
八
六
六
）
と
、
秋
陽
を
継
い
で
藩
校
教
授
と
な
り
、
廃
藩
置
県
後
も
明
治
十
五
年
ま
で
家
塾
「
咬
菜
塾
」
で

陽
明
学
を
講
じ
た
嗣
子
の
吉
村
斐
山
（
一
八
二
二
～
一
八
八
二
）、
明
治
期
に
広
島
の
教
育
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
孫
の
吉
村
白
斎

（
一
八
五
三
～
一
九
〇
八
）
の
自
筆
草
稿
・
記
録
文
書
・
書
簡
類
を
多
数
所
蔵
す
る
。

　

文
書
類
で
は
、
秋
陽
の
主
著
『
読
我
書
楼
遺
稿
』（
明
治
十
五
年
刊
）、『
旧
本
大
学
賸
議
』（
二
巻
二
冊
・
安
政
二
年
五
月
自
序
・
安
政

五
年
七
月
跋
）、『
王
学
提
綱
』（
二
巻
二
冊
・
文
久
元
年
自
序
・
文
久
二
年
刊
）
な
ど
の
刊
本
の
底
本
に
な
っ
た
数
次
の
自
筆
稿
本
や
、

大
橋
訥
庵
と
の
論
争
を
記
し
た
「
格
致
賸
議
」「
論
格
致
賸
議
」「
弁
復
書
」
の
草
稿
、
斐
山
、
白
斎
の
自
著
草
稿
な
ど
が
あ
り
、
日
本
陽

明
学
の
解
明
に
資
す
る
重
要
な
資
料
群
で
あ
る
。

　

記
録
類
で
は
、『
読
我
書
楼
長
暦
』・『
秋
陽
叟
事
歴
之
略
記
』・『
秋
陽
事
歴
略
記
』
が
特
に
重
要
で
あ
る
。『
読
我
書
楼
長
暦
』

（
２
）

は
、
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
十
五
日
～
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の
漢
文
体
の
日
記
で
あ
る
。『
秋
陽
叟
事
歴
之
略
記
』

（
３
）

は
、
書

簡
の
写
し
を
含
む
重
要
機
密
案
件
の
備
忘
録
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
簡
略
な
事
歴
の
『
秋
陽
事
歴
略
記
』

（
４
）

が
あ
る
。
さ
ら
に
斐
山
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の
『
斐
山
先
生
日
暦
』

（
５
）、
白
斎
の
『
白
齊
先
生
日
暦
』
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
文
書
類
に
は
、
佐
藤
一
斎
と
の
緊
密
な
師
弟
関
係
、
同
時

代
の
陽
明
学
者
と
の
交
流
を
示
す
文
書（

６
）も

含
ま
れ
て
お
り
、
記
録
類
と
重
ね
合
せ
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
一
斎
―
秋
陽
と
同
時
代
の
思
想

的
交
流
が
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

　
「
吉
村
文
庫
」
の
資
料
群
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
幕
末
維
新
期
の
日
本
陽
明
学
の
思
想
と
実
践
を
総
合
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
幕
末
維
新
期
儒
学
の
明
治
近
代
に
お
け
る
継
承
の
足
跡
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
中
国
宋
明
思
想
の
日
本
に
於
け
る

展
開
を
考
察
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

　

今
回
翻
刻
す
る
『
読
我
書
楼
文
草
』
は
、
秋
陽
の
学
問
と
研
鑽
の
集
大
成
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
三
分
の
一
が
刊
本
『
読
我
書

楼
遺
稿
』

（
７
）（
明
治
十
五
年
六
月
刊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
九
州
近
世
儒
学
思
想
研
究
会
」
の
構
成
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

荒
木　

龍
太
郎
（
活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）・
藤
井　

倫
明
（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
准
教
授
）・
関　

幹
雄
（
都
城
工
業
高   

等
専
門
学
校
助
教
）

　

尚
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
関
が
作
成
し
た
原
稿
に
荒
木
と
藤
井
が
検
討
し
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
。

　

以
下
、
吉
村
秋
陽
の
履
歴
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

広
島
藩
支
藩
の
三
原
藩
の
秋
陽
（
名
は
晋
、
字
は
麗
明
、
通
称
は
重
介
、
隆
介
、
秋
陽
は
号
。）
は
、
青
年
時
代
ま
で
は
山
口
西
園
、

伊
藤
東
里
に
従
学
し
て
古
義
学
を
学
ん
だ
が
、
三
十
四
才
の
時
に
佐
藤
一
斎
に
従
学
し
て
以
降
、
陽
明
学
に
転
じ
た
。
四
十
六
才
頃
ま
で

に
陽
明
学
者
と
し
て
の
学
問
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
三
度
に
わ
た
る
長
府
督
学
の
任
や
、
四
十
六
才
・
五
十
五
才
の
東
行
に
お
け
る

佐
藤
一
斎
の
代
講
、
藤
樹
書
院
で
の
講
釈
、
朝
陽
館
（
広
島
城
内
）、
明
善
堂
（
三
原
城
内
）
で
の
教
授
活
動
、
さ
ら
に
石
見
、
京
都
、

岩
国
、
多
度
津
で
の
講
釈
な
ど
、
晩
年
に
至
る
ま
で
、
広
範
囲
に
精
力
的
な
教
育
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
間
、
佐
藤
一
斎
と
の
師
弟

関
係
は
緊
密
で
あ
り
、
ま
た
池
田
草
庵
（
一
八
一
三
～
一
八
七
八
）、
林
良
斎
（
一
八
〇
七
～
一
八
四
九
）、
春
日
潜
庵
（
一
八
一
一
～
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一
八
七
八
）、
大
橋
訥
庵
（
一
八
一
六
～
一
八
六
二
）、
楠
本
端
山
（
一
八
二
八
～
一
八
八
三
）、
楠
本
碩
水
（
一
八
三
二
～
一
九
一
六
）

等
と
も
終
生
真
摯
な
交
渉
を
継
続
し
、
幕
末
期
に
名
を
馳
せ
る
陽
明
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
な
か
で
も
大
橋
訥
庵
と
の
間
で
交
わ
さ
れ

た
、
王
陽
明
思
想
が
劉
念
台
思
想
へ
与
え
た
影
響
に
関
す
る
一
連
の
激
し
い
論
争
は
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
門
下
に
勤
王
の
士　

東

沢
瀉
が
出
た
点
も
注
視
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
実
際
の
秋
陽
の
学
問
は
、
直
接
的
な
政
治
行
動
よ
り
は
、
着
実
な
思
索
と
体
認
と
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
秋
陽
は
佐
藤
一
斎
か
ら
昌
平
黌
の
運
営
を
相
談
さ
れ
、
ま
た
幕
末
の
緊
迫
し
た
藩
行
政
の
相

談
に
も
あ
ず
か
り
藩
の
機
密
に
も
深
く
関
わ
っ
た
。

【
注
】（

１
）	

秋
陽
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
46
『
吉
村
秋
陽
・
東
沢
瀉
』（
荒
木
龍
太
郎
・
荒
木
見
悟
著
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）

を
参
照
。
吉
村
斐
山
、
名
は
駿
、
字
は
景
崧
。
秋
陽
を
継
い
で
朝
陽
館
教
授
、
明
善
堂
教
授
を
務
め
て
い
る
。
吉
村
白
斎
、
名
は
彰
、
字
は
世
美
。

秋
陽
・
斐
山
に
陽
明
学
を
学
び
、
明
治
十
六
年
か
ら
二
十
五
年
間
県
立
広
島
師
範
学
校
に
奉
職
し
教
育
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。

（
２
）	

そ
の
う
ち
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
七
月
二
十
四
日
～
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
六
月
十
八
日
、
及
び
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
七
月
十
六
日
～

十
二
月
十
三
日
（
招
聘
記
）
の
記
録
は
現
存
し
な
い
。
こ
の
『
読
我
書
楼
長
暦
』
の
翻
刻
（
旧
稿
『
読
我
書
楼
長
暦
』
翻
刻
〔
一
〕
の
修
正
版
）
は
、

令
和
二
年
二
月　

活
水
学
院
現
代
日
本
文
化
学
会
編
『
活
水
日
文
』
61
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

（
３
）	「
上
」
は
初
生
～
五
十
九
才
、「
中
」
は
六
十
才
～
六
十
七
才
四
月
、「
中
」（
の
巻
二
）
は
六
十
七
才
五
月
～
六
十
九
才
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
の

記
録
で
あ
る
。
荒
木
龍
太
郎
・
若
木
太
一
「
吉
村
秋
陽
『
秋
陽
叟
事
歴
之
略
記
』
翻
刻
（
一
）」（
活
水
女
子
大
学
日
本
文
学
科
編
『
活
水
論
文
集
』

第
43
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
４
）	

荒
木
龍
太
郎
「
幕
末
期
陽
明
学
者
吉
村
秋
陽
の
「
秋
陽
事
歴
略
記
」
に
つ
い
て
」（『
活
水
日
文
』
28
号
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
５
）	

安
政
三
年
～
明
治
十
五
年
・
安
政
四
年
欠
。
ま
た
孫
の
吉
村
彰
の
『
白
斉
先
生
日
暦
』（
明
治
五
年
～
明
治
四
十
一
年
。
二
十
三
年
、
二
十
五
年
、

三
十
一
年
、
四
十
年
は
欠
。）

（
６
）	

荒
木
龍
太
郎
「
佐
藤
一
斎
「
入
学
説
」
成
立
に
関
す
る
新
資
料
に
つ
い
て
」（『
活
水
日
文
』
23
号
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。
一
斎
は
秋
陽
を
し
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ば
し
ば
愛
日
楼
に
招
き
、
他
人
に
は
見
せ
な
か
っ
た
「
大
学
古
本
旁
釋
」
や
「
大
学
摘
説
」
の
稿
本
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）	

そ
の
一
部
は
「
読
我
書
楼
遺
稿
抄
」（
陽
明
学
大
系
第
10
巻
『
日
本
の
陽
明
学
（
下
）』
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
に
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

二
、
目
録

　

今
回
の
翻
刻
に
あ
た
り
、「
吉
村
文
庫
」
蔵
『
読
我
書
楼
文
草
』
の
種
々
の
稿
本
を
調
査
し
た
。
九
州
大
学
「
吉
村
文
庫
」
に
は
次
に

挙
げ
る
草
稿
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）	『
文
草
』〔
八
冊
（
甲
～
辛
）、
秋
陽
撰
、
自
筆
稿
本
、
請
求
記
号　

吉
村
文
庫
／
１
／
Ａ
22
〕

（
二
）	『
讀
我
書
樓
文
草
』〔
二
冊
（
上
・
下
）、
秋
陽
撰
、
自
筆
稿
本
、
吉
村
文
庫
／
１
／
Ａ
23
〕

（
三
）	『
秋
陽
文
藁
』〔
三
冊
（
上
・
中
・
下
）、
秋
陽
撰
、
斐
山
写
本
、
吉
村
文
庫
／
１
／
Ａ
24
〕

（
四
）	『
讀
我
書
樓
文
草
』〔
四
冊
（
元
・
亨
・
利
・
貞
）、
秋
陽
撰
、
写
本
、
吉
村
文
庫
／
１
／
Ａ
25
〕

（
五
）	『
讀
我
書
樓
文
鈔
』〔
三
巻
、
一
冊
、
斐
山
写
本
、
吉
村
文
庫
／
１
／
Ａ
26
〕

　

ま
た
、
明
治
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
讀
我
書
樓
遺
稿
』〔
四
巻
（
巻
一
～
四
）、
四
冊
、
明
治
壬
午
（
十
五
年
）
刊
〕
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
草
稿
の
中
か
ら
五
十
条
が
抄
出
さ
れ
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

翻
刻
を
行
う
前
に
、
こ
れ
ら
（
一
）
～
（
五
）
の
諸
本
の
異
同
と
、
さ
ら
に
ど
の
条
が
抄
出
さ
れ
刊
本
に
採
録
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。（
一
）
の
八
冊
本
を
底
本
と
し
、
各
本
の
目
録
を
以
下
に
示
す
。

凡
例○	

（
一
）
～
（
五
）
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
「
吉
村
文
庫
」
所
蔵
の
諸
本
を
使
用
し
た
。
明
治
十
五
年
刊
『
讀
我
書
樓
遺
稿
』
に

つ
い
て
は
、
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
図
書
館
所
蔵
の
資
料
を
使
用
し
た
。
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○	

各
条
の
題
は
（
一
）
の
資
料
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
論
者
の
責
任
に
お
い
て
通
し
番
号
を
付
し
た
。

○	

『
讀
我
書
樓
遺
稿
』
に
お
い
て
抄
出
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
条
に
つ
い
て
は
、
通
し
番
号
の
下
に
「
○
」
印
を
付
し
た
。

○	
（
二
）
～
（
五
）
の
諸
本
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
条
に
つ
い
て
は
、
題
の
下
に
資
料
番
号
を
示
し
た
。

○	
割
注
・
小
字
注
は
［　

］
に
て
記
載
し
た
。（　

）
の
注
は
論
者
に
係
る
。

【
甲
冊
】

１
．	「
読
韓
非
子
」

２
．	「
孟
子
説
斉
粱
以
王
道
其
意
如

何 

擬
策
題
」

３
．	「
書
陸
君
為
学
論
後
」

４
．	「
賀
奥
山
弘
平
卜
居
序
」

５
．	「
与
大
佐
」

６
．	「
送
藤
條
叔
蘭
西
遊
序
」（
二
）

（
四
）

７
．	「
送
矢
野
千
里
帰
省
序
」（
二
）

（
四
）

８
．	

〇「
論
明
智
光
秀
」（
二
）（
四
）

９
．	

〇
「
賀
頼
杏
坪
先
生
致
仕
序
」

（
二
）（
四
）（
五
）

10
．	「
賀
北
尾
孺
人
七
十
序
」（
二
）

（
四
）

11
．	

〇
「
警
余
録
序
」（
二
）（
四
）

（
五
）

12
．	「
適
斎
記
」

13
．	「
博
愛
堂
井
水
記
」

14
．	「
遊
白
清
楼
記
」

15
．	「
与
奥
山
弘
平
書
」（
二
）（
四
）

16
．	

〇
「
読
陸
宣
公
奏
議
」（
二
）

（
四
）（
五
）

17
．	「
陋
室
記
」

18
．	「
祭
都
築
寧
父
文
」

19
．	「
書
観
牛
上
人
東
游
巻
後
」

（
二
）（
四
）

20
．	「
王
文
成
伝
本
序
」

21
．	「
天
香
山
人
墓
表
」

22
．	「
題
都
寧
父
落
花
詩
」（
五
）

23
．	「
披
襟
楼
記
」（
二
）（
四
）

24
．	

〇
「
送
廣
澤
叔
平
還
豊
後
序
」

（
二
）（
四
）（
五
）

25
．	「
北
鄙
猟
者
」（
二
）（
四
）

26
．	「
儒
者
難
於
進
取
論
」

27
．	「
紀
事
一
条
」

28
．	「
答
奥
山
存
中
書
」

29
．	「
瘞
筆
銘
并
序 

擬
作
」

30
．	「
書
珠
文
画
巻
」

31
．	

〇
「
都
築
寧
父
落
花
詩
序
」

（
二
）（
四
）

32
．	「
習
静
池
舘
記
」

33
．	「
書
厳
島
観
花
図
後
」

34
．	「
丹
羽
童
子
哀
詞
序
」（
二
）

（
四
）

35
．	

〇
「
夏
夷
弁
」（
二
）（
四
）

（
五
）

36
．	「
送
脇
本
温
郷
序
」

37
．	「
有
本
堂
記
」

38
．	「
与
西
園
翁
」

【
乙
冊
】

39
．	「
与
安
積
思
順
書
」（
二
）（
四
）

40
．	「
廣
澤
生
字
記
」（
二
）（
四
）

（
五
）

41
．	「
論
維
州
議
」（
二
）（
四
）（
五
）

42
．	「
与
都
築
子
言
書
」

43
．	「
四
十
六
士
論
」（
二
）（
四
）

（
五
）

44
．	「
下
岐
蘇
川
記
」（
二
）（
四
）

（
五
）

45
．	「
与
大
塩
子
起
書
」（
二
）（
四
）

46
．	「
纂
定
戦
国
策
叙
」
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47
．	「
与
西
園
先
生
」

48
．	「
伯
夷
伝
臆
断
」

49
．	「
擬
大
塔
王
獄
中
上
書
」（
二
）

（
四
）

50
．	「
観
藤
桟
記 
客
信
紀
勝
［
附
録

下
岐
蘇
川
記
］」（
二
）（
四
）

（
五
）

51
．	「
馭
説
本
荘
君
六
十
寿
叙
」

52
．	「
准
陰
侯
論
」（
二
）（
四
）

53
．	「
与
野
坂
子
幹
」（
二
）（
四
）

54
．	「
祝
枝
山
遺
墨
記
」

55
．	「
詩
抄
序
」（
二
）（
四
）（
五
）

56
．	「
鹿
猿
居
賦
［
為
嚴
州
野
坂
子

幹
］」（
二
）（
四
）

57
．	「
王
文
成
公
伝
本
序
」（
二
）

（
四
）（
五
）

58
．	「
主
母
浅
野
氏
墓
表
」

59
．	「
賀
淀
文
学
荒
井
鳴
門
六
十
序

［
三
月
念
五
日
為
生
日
］」（
二
）

（
四
）

60
．	「
跋
雲
樹
篇
」（
二
）（
四
）

61
．	「
楠
公
画
像
記
」（
二
）（
四
）

（
五
）

62
．	「
古
本
大
学
旁
釈
跋
」（
二
）

（
四
）

63
．	「
与
藤
東
畡
」

64
．	「
祭
杏
坪
頼
先
生
文
」（
二
）

（
四
）

65
．	「
告
志
篇
後
序
」

66
．	「
送
賀
藤
珠
文
侍
親
遊
嵜
嶴

序
」（
二
）（
四
）

67
．	「
読
経
論
上
」（
二
）（
四
）（
五
）

68
．	「
読
経
論
下
」（
二
）（
四
）（
五
）

69
．	「
書
課
業
録
後
」

70
．	「
白
賁
堂
記
」

71
．	「
遊
厳
島
記
」（
二
）（
四
）

72
．	「
高
宗
夢
伝
説
」

73
．	「
酒
瓢
銘
」（
二
）（
四
）（
五
）

【
丙
冊
】

74
．	「
修
吾
翁
七
十
寿
序
」（
二
）

（
四
）

75
．	

〇「
題
楠
公
碑
陰
」（
二
）（
四
）

（
五
）

76
．	「
与
藤
澤
元
發
書
」

77
．	「
栄
送
廣
澤
公
輝
序
［
乙
未
四

月
］」（
二
）（
四
）

78
．	「
史
諱
随
筆
」

79
．	「
蘇
文
忠
論
」

80
．	「
復
佐
藤
公
謹
書
［
徳
山
藩
］」

（
二
）（
四
）

81
．	「
王
安
石
論
」

82
．	「
答
大
塩
子
起
書
［
附
疑
問
］」

83
．	「
文
武
説
」

84
．	「
宍
戸
紫
山
墓
碣
銘
」（
二
）

（
四
）

85
．	「
送
山
口
大
佐
序
」（
二
）（
四
）

86
．	「
書
山
口
大
佐
○マ
マ○

帖
」

87
．	
〇
「
治
法
論
」（
二
）（
四
）

（
五
）

88
．	「
紫
山
遺
稿
序
」（
二
）（
四
）

89
．	「
送
東
奥
福
井
生
序
」（
三
）

（
四
）

90
．	

〇
「
跋
雪
楼
集
［
正
月
廿
九
日

稿
］」（
三
）（
四
）

91
．	「
安
々
楼
記
」（
三
）（
四
）

92
．	「
与
荒
鳴
門
論
出
処
書
」（
三
）

（
四
）

93
．	「
贈
飯
田
子
乂
序
」（
三
）（
四
）

94
．	「
紀
事
一
則
」（
三
）（
四
）

95
．	「
書
招
魂
帖
後
［
長
府
中
子
精

懇
］」（
三
）（
四
）

96
．	「
雑
志
」（
三
）（
四
）

97
．	「
十
月
望
与
友
人
書
」（
三
）

（
四
）

98
．	

〇「
論
諸
葛
武
侯
」（
三
）（
四
）

（
五
）

99
．	「
書
舎
記
」（
三
）（
四
）

【
丁
冊
】

100
．	「
銭
型
記
」（
三
）（
四
）

101
．	「
又
［
珠
文
生
意
酷
欲
之
為
造

匣
全
不
得
己
貽
之
因
書
其
匣

云
］」（
三
）
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102
．	「
関
大
夫
六
十
寿
序
」（
三
）

（
四
）

103
．	
〇「
大
江
廣
元
論
」（
三
）（
四
）

（
五
）

104
．	

〇
「
読
文
々
山
指
南
録
」（
三
）

（
四
）（
五
）

105
．	

〇
「
駆
蜂
文
」（
三
）（
四
）

（
五
）

106
．	「
答
廣
澤
生
書
」（
三
）（
四
）

107
．	

〇
「
雲
屋
記
」（
三
）（
四
）

（
五
）

108
．	

〇「
書
逸
周
書
後
」（
三
）（
四
）

（
五
）

109
．	

〇
「
読
山
陽
書
後
［
以
下
係
戊

戌
長
府
客
中
］」（
三
）（
四
）

（
五
）

110
．	「
奉
送　

長
府
嗣
君
序
」（
三
）

（
四
）

111
．	「
紀
事
」（
三
）

112
．	

〇
「
送
中
川
子
精
之
江
都
序
」

（
三
）（
四
）（
五
）

113
．	「
送
伊
藤
子
伸
序
」（
三
）（
四
）

114
．	「
書
加
藤
清
正
功
名
記
後
」

（
三
）（
四
）

115
．	「
紀
事
一
則
」（
三
）（
四
）

116
．	「
黌
舎
生
徒
題
名
記
」（
三
）

（
四
）

117
．	「
祭
加
藤
珠
文
文
」（
三
）（
四
）

118
．	「
加
藤
珠
文
墓
銘
序
」（
三
）

（
四
）

119
．	「
華
崖
翁
碑
銘
」（
三
）（
四
）

【
戊
冊
】

120
．	「
納
青
楼
記
」（
三
）（
四
）

121
．	

〇
「
莠
言
一
首
贈
阿
虎
」（
三
）

（
四
）

122
．	「
独
語
」（
三
）

123
．	「
贈
山
田
子
栗
序
」（
三
）（
四
）

124
．	「
書
梅
花
詞
巻
後
［
為
長
府

人
］」（
三
）（
四
）

125
．	

〇「
与
飯
田
子
乂
」（
三
）（
四
）

（
五
）

126
．	

〇
「
唐
憲
宗
論
」（
三
）（
四
）

（
五
）

127
．	「
書
房
六
友
賛
引
」（
三
）（
四
）

128
．	「
雑
著
」（
三
）

129
．	「
送
飯
井
二
子
序
」（
三
）（
四
）

130
．	

〇
「
宋
高
宗
論
」（
三
）（
四
）

（
五
）

131
．	

〇「
雞
肋
志
小
引
」（
三
）（
四
）

（
五
）

132
．	「
負
山
枕
海
草
堂
記
」（
三
）

（
四
）

133
．	「
与
宇
好
直
［
伊
豫
人
宇
都
宮

靖
字
■
■
」（
三
）（
四
）

134
．	「
送
湯
栗
卿
序
」（
四
）

135
．	「
雑
著
」（
三
）

136
．	「（
無
題
）」（
三
）

137
．	「（
無
題
）」（
三
）

138
．	「
贈
公
継
」（
三
）（
四
）（
五
）

139
．	「
三
石
説
寿
澤
執
政
」（
三
）

（
四
）

140
．	「
中
川
子
裕
墓
表
」（
三
）（
四
）

【
己
冊
】

141
．	「
佐
藤
適
成
墓
銘
并
序
［
伏
先

生
］」（
三
）（
四
）

142
．	「
梨
村
遺
藁
叙
」（
三
）（
四
）

143
．	

〇
「
跋
藤
樹
先
生
真
蹟
」（
三
）

（
四
）（
五
）

144
．	「
順
正
書
院
記
」（
三
）（
四
）

145
．	「
甲
辰
歳
尾
示
諸
生
三
條
」

（
三
）（
四
）（
五
）

146
．	「
継
述
舎
記
」（
三
）（
四
）

147
．	

〇
「
汪
氏
四
書
大
全
後
序
」

148
．	「
祝
槙
舎
翁
六
秋
寿
言
」（
三
）

（
四
）

149
．	「
貞
婦
長
氏
墓
碑
銘
［
並
序
］」

（
三
）（
四
）

150
．	

〇「
答
林
良
齋
書
」（
三
）（
四
）

（
五
）

151
．	「
格
致
謄
議
」

152
．	

〇
「
与
大
橋
周
道
書
」（
三
）

（
四
）（
五
）
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【
庚
冊
】

153
．	「
答
大
橋
周
道
書
」（
四
）

154
．	「
題
純
卿
西
遊
巻
」（
三
）（
四
）

155
．	「
春
曦
楼
記
」（
三
）（
四
）

156
．	

〇
「
太
華
文
鈔
序
［
代
佐
藤
先

生
］」（
三
）（
四
）（
五
）

157
．	「
汪
氏
四
書
大
全
後
序
［
改
旧

稿
］」（
三
）（
四
）（
五
）

158
．	

〇
「
与
池
田
子
敬
書
」（
三
）

（
四
）（
五
）

159
．	

〇「
鴨
水
小
隠
記
」（
三
）（
四
）

（
五
）

【
辛
冊
】

160
．	

〇
「
悔
堂
説
［
平
戸
藩
楠
本
伯

暁
托
］」（
三
）（
四
）

161
．	「
功
夫
三
説
」（
三
）（
四
）（
五
）

162
．	「
雑
文
」（
三
）

163
．	「
論
立
言
有
心
性
之
別
」（
三
）

（
四
）

164
．	「
答
楫
野
生
書
［
石
見
人
］」

（
三
）（
四
）

165
．	「
瑞
芝
記
」（
三
）（
四
）

165
．	「（
無
題
）」（
三
）（
四
）（
五
）

167
．	「
書
画
帖
引
［
伊
豫
菊
間
人
所

由
輔
卿
而
請
］」（
三
）（
四
）

168
．	「
題
墨
水
桜
花
巻
」（
三
）（
四
）

169
．	

〇
「
為
善
最
楽
説
賀
恒
松
翁
」

（
三
）（
四
）（
五
）

170
．	「
花
月
楼
記
［
石
見
瑞
泉
寺
主

托
］」（
三
）（
四
）

171
．	「
題
趙
松
雪
詩
画
同
幅
後
［
恒

杉
氏
蔵
］」（
三
）（
四
）

172
．	「
安
心
斎
記
」（
三
）（
四
）

173
．	

〇
「
刊
儒
門
語
要
序
」（
三
）

（
四
）（
五
）

174
．	「
暁
翠
楼
記
［
京
師
岡
崎
和

助
］」（
三
）（
四
）

175
．	「
三
草
道
人
墓
碣
銘
并
序
」

（
三
）（
四
）

176
．	

〇
「
亡
友
澤
村
西
陂
墓
碑
銘

［
澤
村
宮
門
］」（
三
）（
四
）

（
五
）

177
．	

〇
「
化
人
石
賛
［
為
石
見
前
原

伯
与
］」（
三
）（
四
）

178
．	

〇
「
一
巻
芙
蓉
石
賛
［
為
石
見

宮
脇
玄
碩
］」（
三
）（
四
）

179
．	

〇「
王
学
提
綱
序
」（
三
）（
四
）

（
五
）

180
．	「
栽
菊
記
」（
三
）（
四
）

181
．	「
朱
王
合
一
」（
三
）（
四
）（
五
）

182
．	「
窮
理
尽
性
［
此
篇
洗
心
草
中

亦
載
之
而
結
搆
不
同
湏
擇
一

而
説
之
可
也
］」

183
．	「
書
拙
鳩
翁
碑
陰
」（
三
）（
四
）

184
．	「
書
鷺
洲
詩
草
後
」（
三
）（
四
）

185
．	「
郷
賢
遺
愛
碑
陰
記
」（
三
）

（
四
）
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三
、
本
文

　

凡
例○	

底
本
は
、
秋
陽
自
筆
『
讀
我
書
樓
文
草
』（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
「
吉
村
文
庫
」
本
・
吉
村
文
庫
／
１
／
Ａ
22
）
を
使
用
し
た
。

○	

活
字
化
す
る
に
あ
た
り
、
文
字
は
旧
字
に
統
一
し
た
。

○	

丁
の
境
目
は
「
／
」
を
用
い
て
示
し
た
。

○	

注
に
つ
い
て
は
、
語
彙
に
つ
い
て
の
注
解
は
避
け
、
固
有
名
詞
・
地
名
に
つ
い
て
の
言
及
に
重
き
を
置
い
た
。
ま
た
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
原
文
は
旧
字
、
書
き
下
し
文
は
新
字
で
表
記
す
る
。

○	

中
損
・
そ
の
他
に
よ
り
判
読
し
が
た
い
部
分
は
□
を
用
い
る
。

［
外
題
（
甲
冊
）］

（
１
）

　

文
草
［
自
文
政
戊
子（

２
）冬
十
二
月
至
天
保
癸
巳（

３
）六
月
］

【
注
】（

１
）	

本
冊
は
、
横
本
（
8.6
×
18.2
）、
長
帳
綴
（
四
ツ
目
綴
）、
51
丁
か
ら
成
る
。
外
表
紙
に
朱
筆
に
て
「
甲
」
の
一
字
あ
り
。
外
題
の
文
は
外
表
誌
の
墨

筆
よ
り
取
っ
た
。
ま
た
、
外
表
誌
に
は
外
題
の
他
に
、「
戊
子
己
丑
之
間
、
載
此
本
之
外
、
猶
有
数
篇
、
存
乎
読
我
楼
雑
著
中
、
此
本
所
載
数
十
篇
、

而
除
八
九
篇
之
外
、
倶
未
経
改
竄
者
、
戊
子
為
文
詩
稿
盡
□
□
□
不
可
復
得
矣
、
天
保
四
年
癸
巳
二
月
二
十
五
日
三
日
六
□
□
人
、
記
時
年
三
十
七

寓
珠
文
習
静
池
館
」（
句
読
は
翻
刻
者
に
係
る
）
の
墨
筆
書
入
れ
あ
り
。

（
２
）	

文
政
戊
子
＝
文
政
十
一
年
（
一
八
二
七
）、
秋
陽
三
十
二
歳
の
と
き
。

（
３
）	

天
保
癸
巳
＝
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）、
秋
陽
三
十
七
歳
の
と
き
。
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［
１
］

　
讀
韓
非
子

　

餘
嘗
察
秦
之
始
終
、
其
興
也
蓋
穆
公（

１
）仁
恕
、
百
里
蹇
叔
之
諸
賢
輔
之
以
成
其
業
、
而
及
其
亡
者
則
兆
於
孝
公（

２
）之
用
商
鞅
也
、
夫
自
鞅
之

法
行
、
而
無
寸
恩
之
結
於
人
心
也
、
上
下
相
與
若
萍
水
泛
然
、
唯
利
之
視
、
而
無
所
避
矣
、
天
下
指
爲
虎
狼（

３
）、
則
其
虐
威
可
想
也
、
後
至

出
亡
而
無
所
託
、
然
後
始
知
法
之
弊
、
而
既
莫
及
也
、
然
秦
猶
不
改
其
故
轍
、
李
斯（

４
）再
用
之
、
而
天
下
乃
亡
矣
、
而
斯
亦
不
免
焉
、
嗚

乎
、
非（

５
）
之
死
於
秦
幸
也
、
不
然
、
則
鞅
而
已
、
斯
而
已
、
車
裂
五
刑（

６
）、
死
且
有
餘
罪
矣
、
夫
任
法
用
術
、
施
之
一
國
一
邑
、
或
似
有
一
時

之
效
、
而
以
此
慾
治
天
下
、
則
／
必
不
可
得
也
、
故
廢
諸
侯（

７
）、
銷
兵
器
、
燔
詩
書
、
愚
黔
首
、
以
爲
萬
世
之
固
、
而
纖
隙
一
生
、
則
土
崩

之
勢
不
可
救
也
、
異
哉
、
恃
以
爲
治
者
、
乃
所
以
趣
其
亡
也
、
而
設
令
非
得
志
、
亦
不
過
如
是
耳
、
餘
故
曰
、
非
之
死
於
秦
幸
也
、

【
注
】　

＊
句
読
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
読
点
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。

（
１
）	

穆
公
・
百
里
・
蹇
叔
＝
秦
の
穆
公
（
繆
公
）、
名
は
任
好
。
在
位
は
前
六
五
九
～
前
六
二
一
年
。
百
里
奚
・
蹇
叔
ら
の
賢
人
を
招
い
て
任
用
し
た
。

「
繆
公
任
好
の
元
年
、
自
ら
将
と
し
て
茅
津
を
伐
ち
、
之
に
勝
つ
。･･･

繆
公　

百
里
傒
の
賢
な
る
を
聞
き
、
重
く
之
を
贖
は
ん
と
欲
す
る
も
、
楚
人

の
与
え
ざ
る
こ
と
を
恐
れ
、
乃
ち
人
を
し
て
楚
に
謂
わ
し
め
て
曰
く
、
吾
が
媵
臣
百
里
傒
在
り
。
請
う
、
五
羖
羊
の
皮
を
以
て
之
を
贖
わ
ん
、
と
。

楚
人
遂
に
許
し
て
之
を
与
う
。
是
の
時
に
当
た
り
て
、
百
里
傒　

年
已
に
七
十
余
な
り
。
繆
公　

其
の
囚
を
釈
し
、
与
に
国
事
を
語
る
。･･･

語
る

こ
と
三
日
、
繆
公　

大
い
に
説
び
、
之
に
国
政
を
授
け
、
号
し
て
五
羖
大
夫
と
曰
う
。（
繆
公
任
好
元
年
、
自
将
伐
茅
津
、
勝
之
。･･･

繆
公
聞
百

里
傒
賢
、
欲
重
贖
之
、
恐
楚
人
不
与
、
乃
使
人
謂
楚
曰
、
吾
媵
臣
百
里
傒
在
焉
。
請
以
五
羖
羊
皮
贖
之
。
楚
人
遂
許
与
之
。
当
是
時
、
百
里
傒
年
已

七
十
余
。
繆
公
釈
其
囚
、
与
語
国
事
。･･･

語
三
日
、
繆
公
大
説
、
授
之
国
政
、
号
曰
五
羖
大
夫
。
百
里
傒
譲
曰
、
臣
不
及
臣
友
蹇
叔
、
蹇
叔
賢
而

世
莫
知
。･･･

於
是
繆
公
使
人
厚
幣
迎
蹇
叔
、
以
為
上
大
夫
。）」〔『
史
記
』
巻
五
、
秦
本
紀
〕
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
２
）	

孝
公
・
商
鞅
＝
秦
の
孝
公
、
在
位
は
前
三
八
一
～
前
三
三
八
年
。
公
孫
鞅
（
衛
鞅
と
も
。
後
の
商
鞅
）
を
登
用
し
て
新
法
を
行
わ
せ
た
。「
二
年
、
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衛
鞅　

孝
公
に
説
き
て
法
を
変
じ
刑
を
修
め
、
內
は
耕
稼
を
務
め
、
外
は
戦
死
の
賞
罰
を
勧
む
。
孝
公　

之
を
善
し
と
す
。
甘
竜
・
杜
摯
等　

然
り

と
せ
ず
。
相
与
に
之
を
争
う
。
卒
に
鞅
の
法
を
用
う
。
百
姓
之
に
苦
し
む
。
居
る
こ
と
三
年
、
百
姓　

之
を
便
な
り
と
す
。
乃
ち
鞅
を
拝
し
て
左
庶

長
と
為
す
。（
二
年
、
衞
鞅
說
孝
公
變
法
修
刑
、
內
務
耕
稼
、
外
勸
戰
死
之
賞
罰
。
孝
公
善
之
。
甘
龍
・
杜
摯
等
弗
然
。
相
與
爭
之
。
卒
用
鞅
法
。
百

姓
苦
之
。
居
三
年
、
百
姓
便
之
。
乃
拜
鞅
爲
左
庶
長
。）」〔『
史
記
』
巻
五
、
秦
本
紀
〕
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
３
）	

虎
狼
＝
虎
と
狼
の
よ
う
に
暴
悪
で
貪
欲
な
さ
ま
。
こ
こ
で
は
秦
を
指
す
。『
史
記
』
巻
六
十
九
、
蘇
秦
伝
に
、「
夫
れ
秦
は
、
虎
狼
の
国
な
り
。
天

下
を
吞
む
の
心
有
り
。
秦
は
、
天
下
の
仇
讎
な
り
。（
夫
秦
、
虎
狼
之
國
也
。
有
吞
天
下
之
心
。
秦
、
天
下
之
仇
讎
也
。）」
と
あ
る
。

（
４
）	

李
斯
＝
始
め
韓
非
と
共
に
荀
子
に
師
事
し
、
後
に
秦
の
丞
相
に
ま
で
昇
っ
た
。
郡
県
制
・
焚
書
坑
儒
・
度
量
衡
の
統
一
・
文
字
の
統
一
な
ど
一
連

の
政
策
に
与
っ
た
が
、
宦
官
趙
高
の
讒
言
に
よ
り
刑
死
し
た
。「
竟
に
天
下
を
并
せ
、
主
を
尊
ん
で
皇
帝
と
為
し
、
斯
を
以
て
丞
相
と
為
す
。
郡
県
の

城
を
夷た
い
ら
げ
、
其
の
兵
刃
を
銷
し
、
復
た
用
い
ざ
ら
ん
こ
と
を
示
す
。
秦
を
し
て
尺
土
の
封
も
無
か
ら
し
め
、
子
弟
を
立
て
て
王
と
為
し
、
功
臣
も

て
諸
侯
と
為
さ
ざ
る
は
、
後
を
し
て
戦
攻
の
患
無
か
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
な
り
。･･･

始
皇　

其
の
議
を
可
と
し
、
詩
書
百
家
の
語
を
収
去
し
て
以

て
百
姓
を
愚
に
し
、
天
下
を
し
て
古
を
以
て
今
を
非
と
す
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
法
度
を
明
ら
か
に
し
、
律
令
を
定
む
る
は
、
皆　

始
皇
を
以
て
起

こ
る
。
文
書
を
同
じ
く
し
、
離
宮
別
館
を
治
め
、
天
下
に
周
徧
せ
し
む
。
明
年
、
又
た
巡
狩
し
、
外
に
四
夷
を
攘は
ら
う
。
斯　

皆　

焉
れ
に
力
有
り
。

（
竟
并
天
下
、
尊
主
爲
皇
帝
、
以
斯
爲
丞
相
。
夷
郡
縣
城
、
銷
其
兵
刄
、
示
不
復
用
。
使
秦
無
尺
土
之
封
、
不
立
子
弟
爲
王
、
功
臣
爲
諸
侯
者
、
使
後

無
戰
攻
之
患
。･･･

始
皇
可
其
議
、
收
去
詩
書
百
家
之
語
以
愚
百
姓
、
使
天
下
無
以
古
非
今
。
明
法
度
、
定
律
令
、
皆
以
始
皇
起
。
同
文
書
、
治
離

宮
別
館
、
周
徧
天
下
。
明
年
、
又
巡
狩
、
外
攘
四
夷
、
斯
皆
有
力
焉
。）」〔『
史
記
』
巻
八
十
七
、
李
斯
列
伝
〕
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
５
）	

非
＝
韓
非
の
こ
と
。
使
者
と
し
て
秦
に
赴
い
た
際
、
李
斯
の
謀
略
に
よ
り
毒
死
す
る
。「
韓
非
は
、
韓
の
諸
公
子
な
り
。
刑
名
法
術
の
学
を
喜
び
て
、

其
の
帰
は
黄
老
に
本
づ
く
。
非　

人
と
為
り
や
口
吃
、
道
説
す
る
能
わ
ざ
る
も
、
善
く
書
を
著
わ
す
。
李
斯
と
俱
に
荀
卿
に
事
う
。
斯　

自
ら
以
て

非
に
如
か
ず
と
為
す
。
…
然
れ
ど
も
韓
非
説
く
こ
と
の
難
き
を
知
り
、
説
難
の
書
を
為
り
て
甚
だ
具
な
る
も
、
終
に
秦
に
死
し
、
自
ら
脱
す
る
能
わ

ず
。（
韓
非
者
、
韓
之
諸
公
子
也
。
喜
刑
名
法
術
之
學
、
而
其
歸
本
於
黃
老
。
非
爲
人
口
吃
、
不
能
道
說
、
而
善
著
書
。
與
李
斯
俱
事
荀
卿
、
斯
自
以

爲
不
如
非
。
…
然　

韓
非
知
說
之
難
，
爲
說
難
書
甚
具
，
終
死
於
秦
、
不
能
自
脫
。）」〔『
史
記
』
巻
六
十
三
、
老
子
韓
非
列
伝
〕
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
６
）	

車
裂
五
刑
＝
『
史
記
』
巻
六
十
八
、
商
君
列
伝
に
は
、「
秦　

兵
を
発
し
商
君
を
攻
め
、
之
を
鄭
の
黽
池
に
殺
す
。
秦
の
恵
王　

商
君
を
車
裂
し
て
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以
て
徇と
な
へ
て
曰
は
く･･･

（
秦
發
兵
攻
商
君
、
殺
之
於
鄭
黽
池
。
秦
惠
王
車
裂
商
君
以
徇
曰･･･

）」
と
あ
り
、
同
巻
八
十
七
、
李
斯
列
伝
は
「
二
世

二
年
七
月
、
斯
に
五
刑
を
具
え
、
咸
陽
市
に
腰
斬
す
る
を
論
ず
。（
二
世
二
年
七
月
、
具
斯
五
刑
、
論
腰
斬
咸
陽
市
。）」
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
７
）	
廃
諸
侯･･･

愚
黔
首
＝
秦
始
皇
の
下
で
進
め
ら
れ
た
政
策
。
注
（
４
）
を
参
照
。「
黔け
ん
し
ゅ首
」
と
は
、
人
民
の
こ
と
を
指
す
。「
更
め
て
民
を
名
づ
け

て
「
黔
首
」
と
曰
う
。（
更
名
民
曰
「
黔
首
」。）」〔『
史
記
』
巻
六
、
秦
始
皇
本
紀
〕
と
あ
る
の
を
参
照
。

［
２
］

　
孟
子
説
斉
梁
以
王
道
其
意
如
何
擬
策
題

　

王
者
之
職
、
在
盡
裁
成
輔
相（

１
）之
道
、
而
導
民
於
治
安
之
域
而
已
矣
、
雖
夫
守
一
官
一
役
者
、
必
成
其
事
而
受
其
祿
焉
、
不
然
、
則
謂
之

素
餐（

２
）、
不
可
以
一
日
而
居
其
位
也
、
是
以
古
之
君
於
萬
邦
、
居
崇
高
富
貴
之
極
者
、
豈
獨
享
其
樂
哉
、
億
兆
之
衆
、
天
下
之
大
、
責
萃
於

一
身
矣
、
焦
思
窮
慮
、
防
亂
於
末
萠
、
經
綸
周
密
、
惟
日
不
足（

３
）、
而
猶
且
危
懼
惴
／
惴
、
如
無
所
容
、
然
而
有
典
有
則
、
遺
其
子
孫
、
使

守
之
而
不
墜
其
業
也
、
嗚
乎
、
先
王
功
德
之
光
華
被
後
世
者
、
其
非
爲
此
之
故
歟
、
可
謂
盡
其
職
而
無
慚
者
也
、
餘
觀
戰
國
之
際
、
文
武

之
澤（

４
）既
竭
、
而
周
之
政
不
復
行
乎
天
下
久
矣
、
諸
侯
力
爭
、
殆
無
虛
日
、
暴
戾
之
徒
助
其
虐
、
而
呑
噬
搏
擊（

５
）、
虎
狼
其
心
、
剗
艾（

６
）蹂
躙
、

土
芥（

７
）斯
民
、
牧
民（

８
）之
職
變
、
而
爲
仇
讐
焉
、
孟
子
生
於
其
時
、
而
救
之
之
道
既
備
於
我（

９
）、
則
固
不
得
不
任
其
責
矣
、
故
當
世
之
君
、

（
（1
（

苟
有

可
與
言
者

（
（1
（

焉
、
則
必
說
以
太
平
之
策
、
及
其
言
不
終
行
也
、
乃
曰

（
（1
（

、
夫
天
未
欲
平
治
天
下
也
、
哀
嘆
而
皈
之
天
意
耳
、
然
其
情
之
不
能
已

也
、
又
曰

（
（1
（

、
吾
日
望
之
、
譬
之
醫
、
知
其
病
之
不
可
起
矣
、
而
豈
有
坐
視
而
不
藥
之
理
也
乎
、
是
聖
賢
之
心
／
也
、
或
曰
、
名
分
者
治
亂

之
要
機
也
、
此
時
也
周
室
雖
微
、
猶
存
其
統
、
孟
子
說
諸
侯
以
王
道
、
名
分
果
何
在
也
、
曰
能
治
天
下
者
爲
天
子
、
能
治
國
者
爲
諸
侯
、

不
能
則
謂
之
曠
其
職
、
曠
其
職
、
而
莫
代
之
者
、
獨
如
斯
民
何
、
周
王
失
職
天
不
君
之
者
非
一
日
也
、
則
名
分
已
廢
矣
、
而
民
之
塗
炭
方

窮
矣
、
將
盡
斃
於
鋒
鏑

（
（1
（

也
、
亂
至
是
、
則
當
急
之
、
若
救
焚
救
溺
、
而
尙
恐
不
及
焉
、
故
豪
傑
之
材
、
量
其
輕
重
而
處
之
、
不
忍
守
區
々

名
分
、
而
棄
億
兆
之
命
也
、
況
周
末
之
君
、
碌
々
小
人
、
使
其
得
志
、
則
何
知
其
不
爲
桀
紂
、
獨
以
地
小
力
少
、
而
其
惡
無
聞
已
、
孟
子

之
說
未
有
一
言
及
於
周
者
、
其
意
蓋
可
知
也
、
夫
孟
子

（
（1
（

以
伊
周
自
任
者
也
、
故
求
湯
武
非
當
時
諸
侯
、
求
之
而
不
得
、
功
竟
無
成
、
可
惜

哉
、
／
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【
注
】　

＊
句
読
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
読
点
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。

（
１
）	

裁
成
輔
相
＝
財
成
輔
相
と
も
。
き
り
も
り
し
て
成
就
さ
せ
る
こ
と
。『
易
経
』
泰
卦
象
伝
に
、「
后き
み
以
て
天
地
の
道
を
財
成
し
、
天
地
の
宜
を
輔
相

し
、
以
て
民
を
左
右
す
。（
后
以
財
成
天
地
之
道
、
輔
相
天
地
之
宜
、
以
左
右
民
。）」
と
あ
る
。

（
２
）	

素
餐
＝
働
か
ず
に
俸
禄
を
得
る
こ
と
。『
詩
経
』
魏
風
伐
檀
に
、「
彼
の
君
子
は
、
素
餐
せ
ず
。（
彼
君
子
兮
、
不
素
餐
兮
。）」
と
あ
る
。
ま
た
、

『
孟
子
』
尽
心
上
に
、「
孟
子
曰
く
、
君
子　

是
の
国
に
居
る
や
、
其
の
君　

之
を
用
う
れ
ば
、
則
ち
安
富
尊
栄
と
な
り
、
其
の
子
弟　

之
に
従
え
ば
、

則
ち
孝
弟
忠
信
と
な
る
。
素
餐
せ
ざ
る
こ
と
、
孰
れ
か
是
よ
り
大
な
ら
ん
。（
孟
子
曰
、
君
子
居
是
國
也
、
其
君
用
之
、
則
安
富
尊
榮
、
其
子
弟
從

之
、
則
孝
弟
忠
信
。
不
素
餐
兮
、
孰
大
於
是
。）」
と
あ
る
の
も
参
照
。

（
３
）	

惟
日
不
足
＝
『
書
経
』
周
書
泰
誓
に
、「
我
聞
く
、
吉
人　

善
を
為
す
に
、
惟
れ
日
も
足
ら
ず
と
す
。
凶
人　

不
善
を
為
す
も
、
亦
た
惟
れ
日
も
足

ら
ず
と
す
。（
我
聞
、
吉
人
爲
善
、
惟
日
不
足
。
凶
人
爲
不
善
、
亦
惟
日
不
足
。）」
と
あ
る
。

（
４
）	

文
武
之
澤
＝
文
王
・
武
王
の
徳
の
こ
と
。「
澤
」
と
は
、
こ
こ
で
は
後
世
の
人
を
潤
す
徳
の
こ
と
を
い
う
。『
孟
子
』
離
婁
下
に
、「
君
子
の
沢
は
五

世
に
し
て
斬た

え
、
小
人
の
沢
も
五
世
に
し
て
斬
ゆ
。（
君
子
之
澤
、
五
世
而
斬
、
小
人
之
澤
、
五
世
而
斬
。）」
と
あ
る
。

（
５
）	

呑
噬
搏
擊
＝
呑ど
ん
ぜ
い噬
は
、
の
む
こ
と
と
か
む
こ
と
。
搏は
く
げ
き擊
は
、
う
ち
た
た
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
他
国
を
侵
略
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
６
）	

剗
艾
＝
剗
刈
。
刈
り
取
る
意
。

（
７
）	

土
芥
＝
こ
こ
で
は
土
や
あ
く
た
の
よ
う
に
卑
小
な
さ
ま
を
い
う
。『
春
秋
』
左
氏
伝
哀
公
元
年
に
、「
其
の
亡
ぶ
や
、
民
を
以
て
土
芥
と
為
す
。
是

れ
其
れ
禍
な
り
。（
其
亡
也
、
以
民
爲
土
芥
。
是
其
禍
也
。）」
と
あ
る
。

（
８
）	

牧
民
＝
民
を
牧
す
。
人
民
を
養
い
治
め
る
こ
と
。『
管
子
』
牧
民
を
参
照
。

（
９
）	

備
於
我
＝
『
孟
子
』
尽
心
上
に
、「
孟
子
曰
く
、
万
物
皆
な
我
に
備
わ
る
。
身
に
反
り
み
て
誠
あ
ら
ば
、
楽
し
き
こ
と
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。

（
孟
子
曰
、
萬
物
皆
備
於
我
矣
、
反
身
而
誠
、
樂
莫
大
焉
。）」
と
あ
る
。

（
10
）	

底
本
の
句
読
は
、「
故
当
世
之
君
苟
、
有
可
與
言
者
焉
、」
と
な
っ
て
い
る
。
論
者
の
責
任
に
お
い
て
読
点
を
改
め
た
。

（
11
）	

可
與
言
者
＝
『
孟
子
』
離
婁
上
に
、「
孟
子
曰
く
、
不
仁
な
る
者
は
与と
も

に
言か
た

る
べ
け
ん
や
。
其
の
危
う
き
を
安
し
と
し
て
其
の
菑わ
ざ
わい

を
利
と
し
、
其
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の
亡
ぶ
所
以
の
者
を
楽
し
む
。
不
仁
に
し
て
与
に
言
る
べ
く
ん
ば
、
則
ち
何
の
亡
国
敗
家
か
之
れ
有
ら
ん
。（
孟
子
曰
、
不
仁
者
可
與
言
哉
。
安
其
危

而
利
其
菑
、
樂
其
所
以
亡
者
。
不
仁
而
可
與
言
、
則
何
亡
國
敗
家
之
有
。）」
と
あ
る
。

（
12
）	
乃
曰
＝
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
に
、「
孟
子　

斉
を
去
る
。･･･

曰
く
、
彼
も
一
時
、
此
も
一
時
な
り
。
五
百
年
に
し
て
必
ず
王
者
の
興
る
有
り
、
其

の
間
に
必
ず
世
に
名
あ
る
者
有
り
。
周
由よ

り
而
来
、
七
百
有
余
歳
に
し
て
、
其
の
数
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
過
ぎ
た
る
も
、
其
の
時
を
以
て
之
を
考
う

れ
ば
則
ち
可
な
り
。
夫
れ
天
は
未
だ
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
せ
ざ
る
な
り
。
如も

し
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
今
の
世
に
当
た
り
て
、
我
を
舎お

い
て
其
れ
誰
ぞ
や
。
吾
れ
何
為
れ
ぞ
予た
の

し
ま
ざ
ら
ん
や
。（
孟
子
去
齊
。･･･

曰
、
彼
一
時
、
此
一
時
也
。
五
百
年
必
有
王
者
興
、
其
閒
必
有
名
世
者
。

由
周
而
來
、
七
百
有
餘
歲
矣
。
以
其
數
則
過
矣
、
以
其
時
考
之
則
可
矣
。
夫
天
未
慾
平
治
天
下
也
。
如
欲
平
治
天
下
、
當
今
之
世
、
舍
我
其
誰
也
。

吾
何
爲
不
豫
哉
。）」
と
あ
る
。

（
13
）	

又
曰
＝
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
に
、「
王　

如
し
予
を
用
い
れ
ば
、
則
ち
豈
に
徒
だ
に
斉
の
民
の
安
き
の
み
な
ら
ん
や
。
天
下
の
民
挙
げ
て
安
か
ら

ん
。
王　

庶ね

が幾
わ
く
は
之
を
改
め
よ
。
予　

日
に
之
を
望
め
り
。（
王
如
用
予
、
則
豈
徒
齊
民
安
。
天
下
之
民
舉
安
。
王
庶
幾
改
之
。
予
日
望
之
。）」

と
あ
る
。

（
14
）	

鋒
鏑
＝
矛
先
と
矢
じ
り
。
こ
こ
で
は
戦
争
の
こ
と
を
指
す
。

（
15
）	

夫
孟
子･･･

＝
伊
尹
は
湯
王
を
た
す
け
世
を
治
め
、
周
公
は
武
王
を
た
す
け
て
紂
王
を
討
っ
た
。
伊
尹
に
つ
い
て
、『
孟
子
』
万
章
下
に
、「
其
の

自
ら
任
ず
る
に
天
下
の
重
き
を
以
て
す
る
な
り
。（
其
自
任
以
天
下
之
重
也
。）」
と
あ
り
、
ま
た
、「
伊
尹
は
聖
の
任
な
る
者
な
り
。（
伊
尹
聖
之
任
者

也
。）」
と
あ
る
。
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